
A 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

11 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。



A 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、受験者レベルでは難しすぎるため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

32 問



A 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

55 問

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　選択肢に誤りがあり正解が得られないため。



A 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　複数の選択肢を正解として採点する。

（　理　由　）

　複数の正解があるため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

61 問



B 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

1 問



B 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

18 問

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　設問が不明確で正解が得られないため。



B 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

54 問

（　採点上の取り扱い　）

　複数の選択肢を正解として採点する。

（　理　由　）

　複数の正解があるため。



B 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　複数の選択肢を正解として採点する。

（　理　由　）

　設問が不明確で複数の選択肢が正解と考えられるため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

81 問



C 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

2 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。



C 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

3 問



C 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

10 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。



C 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

25 問

（　採点上の取り扱い　）

　２通りの解答を正解として採点する。

（　理　由　）

　設問が不明確で、２通りの解答が考えられるため。



D 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

7 問



D 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

11 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。



D 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

19 問



D 問題 第

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

26 問

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　設問が不明確で正解が得られないため。



D 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、受験者レベルでは難しすぎるため。

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

85 問


